
 

 

  

2022年 8月 28日 

大会事務局 

公式通知 No.1 

 『大会の手引き』の訂正(ゲストパスの廃止) 
 
2022Mini-Moto4時間耐久ロードレース 大会の手引き について、以下の通り訂正する。 
 

 

①2022年鈴鹿Mini-Moto4時間耐久ロードレース大会の手引き 第 5章 2. ピットクルー(2) 
 

【訂正前】 
(1)で登録されたピットクルー以外に 5名分のゲストパスを発行しますが、レッドラインより 

ピットレーン側への入場はできません。(ピットレーン内のエリアについては後に図を掲載しています) 

ピットクルーの重複登録を行った場合のクレデンシャル発行枚数も 1人当たり 1枚の発行とします。 

 

 

【訂正後】 
(1)で登録されたピットクルー以外に 5名分のゲストパスを発行しますが、レッドラインより 
ピットレーン側への入場はできません。(ピットレーン内のエリアについては後に図を掲載しています) 
ピットクルーの重複登録を行った場合のクレデンシャル発行枚数も 1人当たり 1枚の発行とします。 

 
②2022年鈴鹿Mini-Moto4時間耐久ロードレース大会の手引き 第10章 1. ピットレーン《各種パスのまとめ》 

 

【訂正前】 
プラットフォーム入場可能パス 

     プラットフォーム(サインエリア)まで入場可能です。 

チーム＆サービスパス 

     ①ピット走行レーンおよびスタート前のグリッドまで入場可能です。 

ゲストパス 

      レッドラインの内側(ピット内)まで入場可能です。 

 
 
【訂正後】 
プラットフォーム入場可能パス 
     プラットフォーム(サインエリア)まで入場可能です。 
チーム＆サービスパス 
     ①ピット走行レーンおよびスタート前のグリッドまで入場可能です。 
ゲストパス 

      レッドラインの内側(ピット内)まで入場可能です。 

 
 
※補足 

FUN&RUN において、2021年から 2022年への変更点としてゲストパスが廃止となった事に伴い、 

本大会についてもゲストパスを廃止とする。 

 

以上 

2022 鈴鹿Mini-Moto4時間耐久ロードレース 


